
R3食育取組事例シート

施設名 リップル保育園 与野園 電話 048－755-9229 

住所 さいたま市浦和区上木崎1－3－5－1 

事例 

５５ 
タイトル きのこ栽培(しいたけ栽培) 

目指す姿 

（大きな目標） 
きのこの栽培を通じ、給食で出てくる食材に関心を持つ。 

当日のねらい 

（小さな目標） 

給食で使用しているきのこの種類を知る。 

日々水やりをし、何のきのこが生えてくるか観察し、給食で食べる。 

方

法

対象者 
（○で囲む）

０歳児 ･ １歳児 ･ ２歳児 ･ ３歳児 ･ ４歳児 ･ ５歳児 ･ 保護者 ･ その他（         ） 

実施者 
（○で囲む）

幼稚園教諭 ･ 保育士 ･ 栄養士 ･ 調理師 ･ 調理員 ･ その他（                 ） 

日時 令和 3年 10 月 11 日 

場所 各クラス教室 

資料・教材 森のきのこ倶楽部・しいたけ栽培キット 

実施内容 

・給食で出てくるきのこの種類を知る。 

・きのこの栽培する。 

・毎日水やりをし、何のきのこが生えてくるか観察をする。 

・しいたけが生えてくることを知る。 

・一人ひとりはさみを使って収穫し、給食で食べる。 

結
果
・
参
加
者
の
反
応
や
様
子

・日々の水やりを通じ、きのこが成長する様子を楽しんで観察していた。 

・栽培しているきのこが「しいたけ」だとわかり、とても喜んでいた。 

・一週間程度で約４０本ものしいたけが収穫できた。 

・はさみを使って、一人ひとり丁寧に収穫することができた。 

・給食ではスープに使用。「いつもよりおいしい！」「きのこの味がしっかりする！」と 

 友達と楽しんで食事をしていた。 

評
価
・
今
後
の
課
題

・きのこ栽培を通じ、給食で出てくる食材に興味

を持つことができた。 

・栽培時、「しいたけ」ということを秘密にしてい

たので、何のきのこが生えてくるか楽しんで観察

することができた。 

・乳児クラスはきのこ割きの食育をおこなった

が、幼児クラスの栽培の様子も観察することが

でた。 

・給食時も収穫したきのこを探し、楽しく喫食す

ることができた。 

備

考
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R2食育取組事例シート

施設名 武蔵浦和Ｊキッズステーション 電話 048-710-6681 

住所 さいたま市南区白幡5-11-10 

事例 

５９ 
タイトル みんなで育てた枝豆を観察し、食べてよう！ 

目指す姿 

（大きな目標） 

野菜を育てることで食への興味・関心を深める。 

枝豆が大豆になることを知り、その大豆から色々な物ができることを知る。 

当日のねらい 

（小さな目標） 

育てた野菜を収穫する喜びを知る。 

大豆から豆腐ができる工程を知る。 

方

法

対象者 
（○で囲む）

０歳児 ･ １歳児 ･ ２歳児 ･ ３歳児 ･ ４歳児 ･ ５歳児 ･ 保護者 ･ その他（         ） 

実施者 
（○で囲む）

幼稚園教諭 ･ 保育士 ･ 栄養士 ･ 調理師 ･ 調理員 ･ その他（                 ） 

日時 令和 3 年 ５月～ 

場所 園畑、４歳児保育室 

資料・教材 枝豆の苗 

実施内容 

・４歳児が畑に枝豆の苗を植え、水やりなどを行う。 

・実がふっくらしてきたら植えた半量の株を収穫し、塩ゆでにして食べる。残りの半量の株

は畑にそのまま植えておき、大豆になる様子を観察する。 

・枝豆が大豆になることを学びその大豆を使い豆腐を作る。 

５歳児で行う「味噌つくり」につなげる。 

結

果

・
参

加

者

の
反

応

や
様

子

・野菜の生長の変化に気づき、小さな実が生ると、日に日に大きくなっていくことに喜びを感じ愛情を

もって育てている姿が見られた。 

・野菜が苦手な子も興味を持って参加することができ、収穫した枝豆を食べていた。 

・大豆が乾燥していく様を興味深く観察していた。 

・豆乳がにがりで固まっていく様子を不思議がって見ていた。 

評

価

・
今

後

の
課

題

・枝豆が順調に育ち無事収穫することができて

良かった。 

・子ども達が毎日苗に水をあげることで枝豆に愛

情が沸き、大豆を乾燥する時も関心をもって観

察することができた。 

・ 

備

考

R3



苗植栽 
枝豆の苗を園のお庭に植え
ました 
毎日水やり等のお世話をし
ます 

枝豆収穫 
大きく実った枝豆を収穫し、みんなで
さやを取りました 

大豆収穫 
さやの中で「カラカラ」と鳴
る音を楽しみながら一粒一粒
丁寧に取り出していました 

豆腐作り 
大豆から豆乳とおからをができ、その
豆乳から豆腐ができる工程を学びまし
た 
来年は大豆から味噌を作ります 



R3食育取組事例シート

施設名 武蔵浦和桑の実保育園 電話 048-838-9803 

住所 さいたま市南区白幡5-11-7 

事例 

６０ 
タイトル 三色の食べ物について 

目指す姿 

（大きな目標） 
三色の食品群について知り、食べ物と体の関係について興味を持つ。 

当日のねらい 

（小さな目標） 
食材の体の中での働きについて知る。 

方

法

対象者 
（○で囲む）

０歳児 ･ １歳児 ･ ２歳児 ･ ３歳児 ･ ４歳児 ･ ５歳児 ･ 保護者 ･ その他（         ） 

実施者 
（○で囲む）

幼稚園教諭 ･ 保育士 ･ 栄養士 ･ 調理師 ･ 調理員 ･ その他（                 ） 

日時 令和３年１０月２１日、１０：３０～１１：００ 

場所 保育室 

資料・教材 

・「げんきをつくる食育えほん（黄・赤・緑）」 

・三色群ボード（卒園児が作ってくれたもの） 

・食材のマグネット 

実施内容 

三色の食べ物と働きについて説明（黄：力・熱になる 赤：血・肉・骨になる 緑：体の調子

を整える）。絵本を使ってそれぞれの色にはどんな食品があるのかを伝え、今日の給食

に使っている食材が体の中でどんな働きをするか、みんなで考えながら食材のマグネット

を貼る。 

結
果
・
参
加
者
の
反
応
や
様
子

絵本を使って三色の食品群について子どもたちに話しをすると、はじめは食品自体の色と、食品群

の色が違うのはなぜなのかわからない子が多くいた（トマトは赤なのに、なんで緑の仲間なのか？な

ど）。１つずつ説明していくと、「野菜と果物だから緑なのか！」「お肉やお魚は赤の仲間だ！」と分類

方法がわかってきた様子だった。 

その日の昼食に使用する、食材のマグネットを三色群ボードに当てはめていくと「これは赤の仲間だ

よ」「いや、黄色の仲間じゃない？」など子どもたちで話し合う様子も見られた。 

「風邪をひいている人は、体の調子を整える緑の食材を沢山食べると、風邪が早く治るんだよ」と伝

えると、納得した表情で話を聞いていた。 

評
価
・
今
後
の
課
題

今後も昼食に使用する食材は、体の中でどのよ

うな働きになるか、食事の時間に三色群ボード

を使って、栄養士が説明を行っていく。 

日々続けることによって、三色の食べ物と体の

関係をよく理解し、食材に更に興味を持つように

なる。 

備

考





R3食育取組事例シート

施設名 いちご南保育園 電話 048-882-1234 

住所 さいたま市南区大谷口717 

事例 

６１ 
タイトル さつまいもの茶巾作り 

目指す姿 

（大きな目標） 
旬の食材に触れ、季節を感じる。 

当日のねらい 

（小さな目標） 
食材に触れ、旬の物を味わう喜びを知る。 

方

法

対象者 
（○で囲む）

０歳児 ･ １歳児 ･ ２歳児 ･ ３歳児 ･ ４歳児 ･ ５歳児 ･ 保護者 ･ その他（         ） 

実施者 
（○で囲む）

幼稚園教諭 ･ 保育士 ･ 栄養士 ･ 調理師 ･ 調理員 ･ その他（                 ） 

日時 令和 3年 11 月 16 日（火） 

場所 各教室 

資料・教材 
（服装） ・エプロン ・三角巾 

（材料） ・さつま芋 ・砂糖 

実施内容 

＜給食室＞ 

・さつまいもの皮をむき、蒸して潰す。 

・人数分ポリ袋にさつま芋を入れる。 

・砂糖をお椀にいれておく。 

＜各クラス＞ 

・保育士が作り方の説明をする。 

・砂糖をいれ、袋の中で混ぜ合わせる。 

・ラップを敷いてさつま芋をのせ、包んで成形する。

結

果

・
参

加

者

の
反

応

や
様

子

お芋掘りが終わってから、クッキングを楽しみにしていたので、作り方の説明をしている時も、嬉し

そうにしながら興味を持って参加する姿が見られた。 

 家庭でスイートポテトを作ったことがある子も多く、材料の話をするとすぐに「砂糖を入れるんだよ」

と発言する様子もあり、さつま芋と砂糖をよく混ぜ合わせることが出来ていた。 

 友達との会話も楽しみながら、砂糖を入れる時には協力したりと、作るのは個人だったが、友だち

と一緒に作ることの楽しさなどを味わうこと事が出来たのではないかと思う。 

 茶巾もとても上手で、完成すると喜ぶ姿や「食べたくない」と自分の作ったものを見て名残惜しそう

にしている子もいたが、最後は「おいしかった！」とみんな笑顔だった。 

評

価

・
今

後

の
課

題

事前にお芋掘りを行っていたため、 

収穫→調理→食べる 

という経験を通して、食への興味や関心を持つ

きっかけになった。 
備

考
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R3食育取組事例シート

施設名 社会福祉法人三樹会 ゆめの樹二保育園 電話 048-711-1414 

住所 埼玉県さいたま市南区鹿手袋4-17-30 

事例 

６３ 
タイトル 箱の中身はなんだろうな？（夏野菜/秋野菜） 

目指す姿 

（大きな目標） 

食べ物には“旬”があり、食材名や効能があることを知る。 

実際に触れ、食材の特徴を掴み思考力を養う。 

当日のねらい 

（小さな目標） 
楽しく旬の食材に触れる。 

方

法

対象者 
（○で囲む）

０歳児 ･ １歳児 ･ ２歳児 ･ ３歳児 ･ ４歳児 ･ ５歳児 ･ 保護者 ･ その他（         ） 

実施者 
（○で囲む）

幼稚園教諭 ･ 保育士 ･ 栄養士 ･ 調理師 ･ 調理員 ･ その他（                 ） 

日時 令和３年 8月 24 日（火）・11 月 8 日（月） 

場所 保育室 

資料・教材 

（製作） 

・はてなボックス       

・食材の写真マグネット  

実施内容 

1.夏野菜（8 月実施）、秋野菜（11 月実施）の代表的な食材を覚える。 

2.一人一人はてなボックスに手を入れ、中に入っている食材を感触で当てる。 

・夏野菜（とうもろこし、枝豆、なす、かぼちゃ、オクラ、ゴーヤ、トマト、きゅうり）

・秋野菜（かぼちゃ、しめじ、りんご、栗、柿、里芋、さつま芋）

を用いた。ヒントとして食材マグネットを使用。 

結
果
・
参
加
者
の
反
応
や
様
子

 “旬”という言葉を初めて耳にする園児が多い様子だった。箱の中身を当てるゲームでは、多くの園

児が触って食材を当てることが出来ていた。それぞれの食材の形や触感について理解できているこ

とが分かった。特に 5 歳児クラスはすぐに答えることが出来た為、クラス別で行ったりヒントの出し方

を食材マグネットを用いずに色や形などを園児側から伝えると良かったと思う。5 歳児は夏野菜と秋

野菜の違いについて自分たちで発見していた。8 月に夏野菜をテーマに行った際に園児たちの反応

が良く「またやりたい！」の声が多かった為、11 月は秋野菜をテーマに行った。 

評
価
・
今
後
の
課
題

 旬である食材に触れる機会をゲーム形式で行

ったことにより園児も楽しく参加し活動を行うこと

が出来た。今年度は、夏と秋の旬の食材のみに

触れたが、次回からは春夏秋冬のそれぞれの

旬の食材について伝えていき、一年を通しての

“旬”を知る・覚えられるような取り組みをしてい

きたい。また、年度末には食材の旬の振り分け

なども行いまとめていく。 

備

考



おおきくて 

おもたいな～

【夏野菜】

【秋野菜】



R3食育取組事例シート

施設名 社会福祉法人 三樹会 ゆめの星保育園 電話 048-711-1154 

住所 埼玉県さいたま市南区南浦和3-5-16  

事例 

６４
タイトル 「さつま芋堀り＆さつま芋の茶巾づくり」 

目指す姿 

（大きな目標） 
旬の野菜に触れて、食への興味・関心を高める。 

当日のねらい 

（小さな目標） 

・芋の形や色などを知り、旬の野菜に触れる。 

・野菜の成長過程を知るうえで、土に触れて自然を感じる。 

・加熱すると形状が変化し、食べられる料理になることについてクッキングを通して学ぶ。 

方

法

対象者 
（○で囲む）

０歳児 ･ １歳児 ･ ２歳児 ･ ３歳児 ･ ４歳児 ･ ５歳児 ･ 保護者 ･ その他（         ） 

実施者 
（○で囲む）

幼稚園教諭 ･ 保育士 ･ 栄養士 ･ 調理師 ･ 調理員 ･ その他（                 ） 

日時 令和３年 １１月５日(金)  １１月１９日(金) 

場所 ２階 ３階保育室 

資料・教材 

〈さつま芋堀り〉          〈さつま芋つぶし〉     〈茶巾づくり〉 

「いもほった」絵本      ・ボウル×４           ・蒸したさつま芋、小袋(人数分) 

土入り発泡スチロール×３ ・マッシャー×２      ・砂糖、黒ごま、お湯 

ブルーシート×３       ・包丁、まな板       ・プロジェクター 

実施内容 

＜さつま芋堀り＞         〈さつま芋つぶし〉         <茶巾づくり〉 

絵本を保育士が読み聞かせ、・さつま芋の育つ場所と   ・三色群と作り方を 

さつま芋の掘り方を伝える。  色当てクイズ。        プロジェクターで説明。 

数人ずつに分かれて、     ・二人ずつ潰して       ・前に食材を取りに来て 

さつま芋を掘り出す。      ほかの子は待機。       机で作業をしてテーブル 

            毎に食べ始める。

結
果
・
参
加
者
の
反
応
や
様
子

０・１歳児：芋堀りをする前に読み聞かせをし、「うんとこしょ、どっこいしょ」と芋を掘る掛け声があり、子

どもたちも一緒に引っ張る真似をしていた。いざ実践しようとするも、初めて見る畑に委縮して怖がっ

ていた。保育士と一緒に「ツンツン」と触ったり、土を き出すなど、さつま芋に到達するまで時間がか

かった。 

２歳児：さつま芋の色当てクイズは元気よく答えられていた。紫芋を見せた時は驚いていた。友達がや

っている様子を見て応援していたが、中には集中力が切れている子もいた。単純作業でスムーズに回

せた。「家でもやっているよ」「力持ちだからできる」などの反応が見られた。

幼児：前日と午前中の活動でもクッキングすることを楽しみしていた。プロジェクターで三色群の説明

をするときに、運動会が近づいていたので関連付けたこともあり、集中して聞いていた。袋の中に材料

をすべて入れることで、作業を座った状態で、スムーズに行うことが出来た。自分の作ったおやつを満

足そうに食べ、おかわりは全員がしていた。「次はいつやるの？」と食育を楽しみにする姿があった。

評
価
・
今
後
の
課
題

・乳児に関して、食への関心を高めるために日

頃から食育を行う必要があると感じた。食事中

に食材を見せたり、切って中身を見せるなどして

いれば、もう少し違った反応が見られたと思う。 

・順番が来るまで待機していたので、反対のグ

ループでほかの作業が出来るようにすれば、集

中力を切らさずに楽しめたと感じた。 

・幼児は手先が器用になってきたので、デコレー

ションや、型抜きをして個性を出してみてもよか

ったので、次回やる際に生かしたい。 

備

考



ゆめの星保育園 A4サイズ 資料

「 芋堀り」

「 さつま芋つぶし」

「 茶巾づく り」
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【コラム】 第３次さいたま市食育推進計画 ⑦ 



R3食育取組事例シート

施設名 あおば保育園 電話 048-863-9997 

住所 南区沼影１－１１－２スカイ＆ガーデンA棟１階 

事例 

６６ 
タイトル ピザ作り 

目指す姿 

（大きな目標） 
旬の食材を知る 

当日のねらい 

（小さな目標） 
楽しく作って食べる 

方

法

対象者 
（○で囲む）

０歳児 ･ １歳児 ･ ２歳児 ･ ３歳児 ･ ４歳児 ･ ５歳児 ･ 保護者 ･ その他（         ） 

実施者 
（○で囲む）

幼稚園教諭 ･ 保育士 ･ 栄養士 ･ 調理師 ･ 調理員 ･ その他（                 ） 

日時 令和３年８月２０日 

場所 5 歳児 保育室 

資料・教材 
（食材）ホットケーキミックス、サラダ油、水、ケチャップ、マヨネーズ、チーズ、ミニトマト、

オクラ、コーン（器具）ボウル、包丁、まな板 

実施内容 

・5 月 ミニトマト（1 人１株）、オクラ（園で 1株のみ）の用土袋で栽培開始 

・7 月 夏野菜の紹介 

・8 月 自分たちの栽培したミニトマトを使ってピザ作り 

結
果
・
参
加
者
の
反
応
や
様
子

栄養士が作成したレシピをもとに、ピザ作りをする前、大きな紙に作り方を書いたものを保育士が説

明し、子どもたちも紙に書いてレシピ作りをし、これから作る楽しみを高めた。 

生地は発酵がなく、簡単にできるホットケーキミックスを使用したので、手軽にできた。 

野菜を切る時には包丁を持っているので、みんな真剣な顔をして、切ることに集中していた。 

色とりどりの野菜を 、子どもたちが自分で作った生地に、楽しそうにトッピングをしていた。 

出来上がりを見た子どもたちは、自分のピザができたことに喜び、「いいにおい！おいしそう！」と言

っていた。 

普段野菜が苦手な子どもも、「おいしい」と言って完食していた。 

園で簡単においしくできたと子どものリクエストで、家庭でも子どもが書いたレシピをもとに、ピザ作り

をしたとの声を頂いた。 

評
価
・
今
後
の
課
題

当初、自分たちの栽培したミニトマト、オクラを使

ってピザ作りを予定。実施時期が、5 歳児全員

が登園する 8 月下旬にしたため、ミニトマトはな

っていたが、実が終わりがけで小さく固かったた

め、急きょ市販のものを利用した。 

実施時期は、あと 1 ヶ月早くすればよかった。 

野菜の栽培の難しさを実感した。 

備

考




